
（別紙４）

～ 2025年　3月　14日

（対象者数） 11 （回答者数） 5

～ 2025年　3月　19日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2025年　3月　19日

（対象数） 11 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先と情報共有を密に行い、必要な支援を放課後等デイ

サービス事業に提供して場合に寄って変更や改善を行いま

す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

パンフレット等の改善を行いたいと考えます。放課後等デイ

サービス事業として、平素から学校とより連携を深め、保育

所等訪問支援を初めて受け入れる訪問先施設には可能な限り

多くの職員で出向き、事業の内容を訪問先に正しく伝えれれ

るよう、多角的な視点から説明できる体制づくりも改善策の

一つと考えます。

2

3

○事業所名 子ども支援センターワーク

○保護者評価実施期間 2025年　3月　3日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　3月　10日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援の事業の内容については、利用開始時にま

た訪問先施設に伝えるようにしているが、中々受け入れてく

れないと感じることもあります。

パンフレットを見せながら説明していますが、分かりにくい

のかもしれません。制度（関係法律の根拠）や保護者様の

ニーズ等の説明をしているが、かなりの時間が必要であると

思います。

当事業所は多機能型であるため、対象とする子どもが放課後

等デイサービス事業を利用していることが多く、保護者様の

同意の元に放課後等デイサービス事業の担当職員と情報共有

を行うことができます。

放課後等デイサービス事業の状況・課題と合わせて、子ども

のニーズを把握して訪問先と情報共有しています。

事業所における自己評価総括表公表


